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留学生日記

低中所得国における高齢化フロントランナーの
タイで学ぶ公衆衛生：チュラロンコン大学院より

清水 ちとせ （しみず ちとせ）
2024年3月に順天堂大学国際教養学部を卒業。
同年8月よりタイ・バンコクのチュラロンコン
大学公衆衛生学修士課程に在籍。

　2024 年 8 月よりタイ・バンコクにあ
るチュラロンコン大学大学院公衆衛生学
修士課程に留学しています。クラスメイ
トの約半数はミャンマー出身で、そのほ
かにインド、タイ、台湾、中国、パキス
タン出身の学生、そして私を含め日本人
が 3 名在籍しています。クラスメイト
のほとんどは医師や看護師の資格を持つ
中で、大学卒業後すぐに修士課程に進学
した私はついていくのに必死です。毎日
振り落とされそうになりながらも必死に
しがみつくような思いで勉強しています。

タイの大学院への進学を決
めた理由
　私が大学院進学を決めた理由は、大学
生のときに教授にタイに連れてきて頂い
た際や、JICA 海外協力隊としてタイで
活動させて頂いた際、実際にグローバル
ヘルスの現場で活躍されている方々の姿
を拝見し、自分も世界が必要としている
グローバルヘルスの専門性を培い働きた
いと思ったからです。学部時代に学際的
に様々な学問を学んだので、今度は大学

院で公衆衛生の専門性を高めたいと思い
大学院進学を決めました。
　そして、タイを選んだ理由は、低中所
得国の中で最も高齢化が進んでいるタイ
で高齢者の健康について研究したいと考
えたからです。タイでは 60 歳以上の人
口割合が 1994 年の 6.8％から 2024 年
には 20.0％へと急増しており、これは
日本の高齢化のスピードを上回るペース
です 1）。しかし、現在のタイの一人当
たりの GDP は約 7,000 ドルで、日本が
高齢化を迎え始めた時（約2万ドル後半）
に比べて経済的にはまだ発展途上にあり
ます。つまり、タイは「豊かになる前に
高齢化が進む」という課題に直面してい
ます 2）。さらに、2034 年には高齢者が
全人口の 28％を占めると予測されてお
り、タイの動向に世界中が注目していま
す 3）。こうした背景を持つタイで、持
続可能かつ効果的な高齢化対策モデルの
構築を学ぶことは、今後高齢化社会に突
入する多くの低中所得国にとっても大き
なヒントになるはずです。私は将来そう
した国々で高齢者の健康を向上させる人

材として働きたいため、タイへの留学を
決めました。

タイ大学院生のリアルライ
フ
　チュラロンコン大学大学院の公衆衛生
学修士課程は 1 年コースで、8 月スタ
ートと 12 月スタートの 2 つの入学時期
があります。私は 8 月スタートのコー
スに在籍しています。1 学期目は必修科
目が 5 科目です。2 学期目は必修科目 1
科目、選択必修科目と選択科目が 2 科
目ずつに加え修士論文企画審査がありま
す。3 学期目は倫理審査、修士論文審査、
そして学会発表があります。授業は１コ
マ 3 時間で、午前は 9 時から 12 時、
午後は 13 時から 16 時に行われます。
授業ではランダムに指名されて意見を求
められることも多く、個人発表やグルー
プ発表の機会も沢山ありました。授業後
は自習室、授業が無い日には図書館に通
い、予習・復習・課題・論文執筆に取り
組みました。とにかく勉強・勉強・勉強
の毎日。1 分 1 秒も無駄にできないほ

写真1　教室から見えるバンコクの景色 写真2　WHOのヘルスシステムコンセプチュアル・フレームワーク 5）
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ど必死でした（写真 1）。

一番難しかった科目
　「ヘルスシステム」という科目が一番
難しかったです。教授はアジアやアフリ
カの複数の国で実際にヘルスシステムづ
くりに携わってきたイタリア人の小児科
医の先生でした。この科目では、WHO
のヘルスシステムコンセプチュアル・フ
レームワークを、全 15 回の全ての時間
を使って学びました（写真2）。初めは「こ
れだけで1科目が終わってしまうのか」
と驚きました。しかし、フレームワーク
の理解を深め自分のものにできれば、ど
んな国のヘルスシステムでも「何が機能
していて、何が足りないのか」を論理的
に分析できる力が身につきます。この知
識は将来公衆衛生の世界で活動するにあ
たって必ず習得しなければならないもの
だと実感しました。このフレームワーク
はヘルスに限らず教育システムなど他の
システムにも応用可能であり、その普遍
的な力にも気づかされました。

フィールドワーク
　2 月、バンコクから車で約 2 時間の
Saraburi 県で、4 泊 5 日のフィールド
ワークを行いました。タイでは、地域の
健康を支える存在として「ビレッジ・ヘ
ルス・ボランティア（VHV）」の活動が

長年にわたり重要な役割を果たしていま
す。私は今回、村で唯一の伝統医療を担
う高齢男性にお話を伺い、そのご家族の
構成をもとにファミリーマッピングを作
成しました（写真 3）。驚いたことに、
彼自身よりもビレッジ・ヘルス・ボラン
ティアの方が彼の家族に詳しく、彼らの
地域住民との深い繋がりを感じました。
タイは経済発展に先行して高齢化が急速
に進んだため高齢者を支える社会保障制
度の整備が追いついておらず労働力不足
も課題となっています。こうした状況の
中で地域に根ざした彼らの活動は、高齢
者の身体的・精神的・社会的健康を支え
る大きな力になっており、まさにタイ社
会の強みだと感じました。

研究内容
　高齢者の健康には、身体的・精神的・
社会的側面に加えて、スピリチュアルヘ
ルスも深く関係しています。「スピリチ
ュアル」と聞くと、怪しげに感じる方も
いるかもしれませんが、スピリチュアル
ヘルスは世界保健機関（WHO）でも科
学的な立場から議論された「第 4 の健
康概念」です。明確な定義はまだ確立さ
れていないものの「生き方を自己選択で
きる健康」と捉えることもできます 4）。 
タイでは国家戦略の中でもこの重要性が
掲げられていますが、研究の少なさや結

果の一貫性の欠如ゆえ、高齢者のスピリ
チュアルヘルスを維持・向上させるため
の具体的な政策は現時点では十分に確立
されていません。そこで私は、タイの高
齢者のスピリチュアルヘルスのレベルと、
それに関連する要因を 1 年間かけて研
究しました。

留学を振り返って
　入学前の 7 月、オリエンテーション
で「1 年で卒業できるのは全体の約 60
％」と聞き、2 年分の準備をしてタイに
やって来ました。しかし、仲間の支えの
おかげで無事に1年で卒業できそうです。
わからないことがあればつきっきりで教
えてくれたり、いつも気にかけてくれた
り、テスト前には「大丈夫、大丈夫」と
励ましの言葉をかけてくれる、そんな仲
間の存在に、何度も救われました。観光
する余裕もなく、毎日が勉強漬けの日々
でしたが、孤独を感じることは一度もあ
りませんでした。本当に仲間に感謝の気
持ちでいっぱいです（写真 4）。また、1
年で卒業にたどり着けたことは、私にと
って大きな自信になりました。この経験
を力に、卒業後は高齢者の健康課題に取
り組むプロフェッショナルとして国際機
関で働くことを目指します。
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写真3　村で唯一の伝統医療を担う
高齢男性にお話を伺った時の様子
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